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I N F O M AT I O N

介護保険料が見直されました
高齢者福祉計画及び介護保険事業計画は３年ごとに見直しを行い、サービス利用見

込量に応じた保険料の算定を行います。

本来は、平成24年度から第５期計画期間でしたが、東日本大震災及び原子力災害の

被災により計画の見直しが行えず、第４期計画の保険料基本額に据え置いていました。

震災前は、比較的なだらかな要介護認定者や給付費の伸びでしたが、震災後は、こ

れまでの介護保険事業では推測することが出来ないほど急増しています。

震災から２年が経過し、要介護認定者や介護サービス利用の増加に対応するため、

計画を見直し、保険料を引き上げました。

介護保険は高齢者の暮らしを社会みんなで支えます

介護保険は、介護が必要になっても高齢者が安心して暮らしていけることを目指す

とともに、いつまでも自立した生活が送れるよう支援します。

40歳以上の方が納める介護保険料は、国や自治体の負担金などとともに、介護保険

を健全に運営するための大切な財源となっています。

◆介護保険料について

・第１号被保険者（65歳以上の方）

65歳以上の方の保険料は、大熊町の介護サービス費用がまかなえるよう算出された

「基準額」をもとに決まります。

・第２号被保険者（40～64歳の方）

40～64歳の方の保険料は、加入している医療保険の算定方式を基本として決まりま

す。詳細については、加入している医療保険にお問い合わせください。

21％

50％

29％

65歳以上の方の
保険料

40～64歳の方の
保険料

公　費
国　　     25％
福島県  12.5％
大熊町  12.5％

＜介護給付費の負担割合＞

◎保険料　50％
　第１号被保険者

（65歳以上の方）　21％
　第２号被保険者

（40～64歳の方）　29％
◎公費（国・県・町）　50％
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お 知 ら せ

この「基準額」を中心に、所得に応じた負担になるように、６段階の保険料に分かれます。

所得段階 対象となる方 保険料の
調整率

保険料
（年額）

第１段階 生活保護受給者の方 基準額×0.50 39,000円

第２段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が80万円以
下の方

基準額×0.50 39,000円

第３段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年
金収入額と合計所得金額の合計が80万円以
上の方

基準額×0.75 58,500円

第４段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、
本人は住民税非課税の方 基準額×1.00 78,000円

第５段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が190万円未満の方 基準額×1.25 97,500円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額
が190万円以上の方 基準額×1.50 117,000円

合計所得金額…
「所得」とは、実際の「収入」から「必要経費の相当額」を差し引いた額です

第１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料免除期間延長のお知らせ

　７月中に保険料額決定通知を送付しますが、平成25年度の

第１号被保険者の介護保険料は、昨年度に引き続き東日本大

震災及び原子力災害の被災のため全額免除されます。

【お問い合わせ先】
大熊町役場会津若松出張所　健康介護課　介護保険係

第１号被保険者の保険料の決まり方

大熊町で必要な
介護サービスの総費用

65歳以上の方の
負担分21％ 65歳以上の方の人数×

大熊町の保険料の基準額　　6,500円（月額）＝
÷
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大熊町児童生徒就学援助の申請について
東日本大震災の被災者に対する大熊町児童生徒就学援助の申請についてお知らせいたします。

現在、就学援助については、原発避難者特例法により原則として避難先の市区町村で申請すること

ができます。就学援助を希望される児童生徒の保護者の方は、まず避難先の市区町村の教育委員会ま

たは現在通学している学校へご相談ください。

避難先の市区町村の就学援助の認定要件（所得、固定資産等）により該当にならなかった方につい

ては、避難元である本町にて認定・支給を行いますので、速やかにその旨本町教育委員会へ申し出て

ください。（※避難先の市区町村との重複支給はできません。）後日、個別に申請書等の書類をお送り

します。

なお、申請書や添付書類については、町のホームページからもダウンロードできますのでご利用く

ださい。　

【提出書類】	  【提出期限】

○申請書（第１号様式）… …………………………………………………平成25年 ７月31日（水）

○学校長からの給食費の納入証明書または給食費および校外活動費の領収書のコピー（写し）

　平成25年 ４月分～ ７月分………………………………………………平成25年 ７月31日（水）

　平成25年 ８月分～11月分（校外活動費・修学旅行費を含む）… …平成25年12月 ６日（金）

　平成25年12月分～平成26年３月分……………………………………平成26年 ３月14日（金）

○口座振替依頼書…………………………………………………………平成25年 ７月31日（水）

※すでに、町へ口座振替依頼書の書類を提出された方については、今回、再度書類を提出す

る必要はありません。ただし、現在、町に登録している口座情報を変更される場合には、

その旨ご連絡ください。

平成25年度　支給予定月日
避難先の市区町村の就学援助の認定要件（所得、固定資産等）により該当にならなかった方で、申

請により避難元である本町で認定となる場合は、以下のとおり支給する予定です。

１期（学用品費・学校給食費）　　　　　　　　　平成25年 ８月29日（木）

２期（学用品費・学校給食費・校外活動費等）　　平成25年12月26日（木）

３期（学用品費・学校給食費）　　　　　　　　　平成26年 ３月27日（木）

【支給対象】学用品費（通学用品費含む。小学校または中学校の第２学年以上）、新入学児童生徒学用

品費、校外活動費、修学旅行費、学校給食費

　　　　　  ※支給金額については、本町の支給要綱に定めている金額にて支給します。

【提 出 先】〒965-0873　福島県会津若松市追手町２－41

　　　　　  大熊町役場会津若松出張所　大熊町教育委員会　教育総務課 宛

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　大熊町教育委員会　教育総務課
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お 知 ら せ

だ
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
筆
記
用

具
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

⑵
こ
の
試
験
に
関
し
不
明
な
点

は
、
大
熊
町
役
場
総
務
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
問
い
合
わ
せ
る
場
合

は
、
80
円
切
手
を
は
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
会
場
は
駐
車
場
が
少
な

い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所　

総
務
課

１
．
試
験
職
種

　
　

お
よ
び
採
用
予
定
人
員

試
験
職
種　

一
般
事
務

採
用
予
定
人
員　

若
干
名

２
．
受
験
資
格

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
者
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま

せ
ん
。

⑴
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

⑵
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐

人
⑶
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま

た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
者

⑷
本
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

⑸
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は

そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴

試
　
験

募
　
集

平
成
26
年
度
大
熊
町
職
員

（
高
校
卒
程
度
）
採
用

候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

「
東
日
本
大
震
災
の

記
録
と
思
い
」
を

残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

大
熊
町
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
避
難
生
活
を
通
し
て
抱

い
た
思
い
や
体
験
、
国
内
外
か
ら

の
心
温
ま
る
支
援
な
ど
を
後
世
に

伝
え
残
す
た
め
、
記
録
誌
を
作
成

し
ま
す
。

こ
の
２
年
間
で
得
た
体
験
を

「
東
日
本
大
震
災
の
記
録
と
思
い
」

と
し
て
広
く
募
集
し
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
先

力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す

る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た

者
３
．
試
験
の
方
法

⑴
第
１
次
試
験

教
養
試
験　

職
員
と
し
て
必
要

な
一
般
知
識
お
よ
び
知
能
に
つ
い

て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を

行
い
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、

主
と
し
て
人
物
に
つ
い
て
個
別
面

接
に
よ
る
試
験
お
よ
び
小
論
文
試

験
を
行
い
ま
す
。

４
．
資
格
調
査

第
１
次
試
験
合
格
者
に
つ
い

て
、受
験
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
、

申
込
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
正
し
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調

査
し
ま
す
。

５
．
試
験
の
期
日
、
場
所

　
　

お
よ
び
発
表

⑴
第
１
次
試
験　

期　
　

日　

　

平
成
25
年
９
月
22
日
（
日
）

受　
　

付　

９
時
～
９
時
30
分

教
養
試
験　

10
時
～
12
時

試 

験 

場　

　

福
島
市
杉
妻
町
３

－

４
５

　

杉
妻
会
館

　

☎
０
２
４

−

５
２
３

−

５
１
６
１

発　
　

表　

平
成
25
年
10
月
中

旬
、
役
場
掲
示
板
に
合
格
者
の

受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
合

格
者
に
通
知
し
ま
す
。

⑵
第
２
次
試
験　

　

後
日
通
知
し
ま
す
。

６
．
合
格
者
の
採
用

⑴
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

記
載
さ
れ
、
成
績
順
に
町
長
が

採
用
す
る
者
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
採
用
候
補
者
名
簿
の
有

効
期
間
は
原
則
と
し
て
1
年
間

で
す
。

⑵
初
任
給
は
本
町
の
給
料
表
に
よ

る
が
、
こ
の
ほ
か
通
勤
手
当
、
超

過
勤
務
手
当
、
期
末
手
当
、
勤

勉
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

７
．
受
験
手
続
き
お
よ
び
受
付
期

間

⑴
申
込
用
紙
の
請
求

申
込
用
紙
は
、
大
熊
町
役
場
会

津
若
松
出
張
所
総
務
課
で
交
付
し

ま
す
。
郵
便
に
よ
り
申
込
用
紙
を

請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

「
高
卒
程
度
試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
し
、
１
２
０
円
切
手
を

は
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

⑵
申
込
の
方
法

①
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
大
熊
町
役
場
会
津
若
松

出
張
所
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
を
郵
送
す
る

場
合
は
80
円
切
手
を
は
っ
た
自

分
宛
の
封
筒
を
同
封
し
、
そ
の

表
に
「
高
卒
程
度
試
験
申
込
」

と
朱
書
し
、
必
ず
簡
易
書
留
に

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
票
を
受
領
し
た
と
き
は
、

最
近
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た

本
人
の
写
真
（
上
半
身
、脱
帽
、

正
面
向
き
、
縦
６
㎝
×
横
４
．

５
㎝
）
１
枚
を
写
真
欄
に
は
っ

て
受
験
当
日
に
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。（
受
験
票
が
な
い

場
合
、
ま
た
は
受
験
票
に
写
真

を
は
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
受

験
で
き
ま
せ
ん
。）

⑶
受
付
期
間

平
成
25
年
７
月
17
日
（
水
）
か

ら
同
年
８
月
16
日（
金
）ま
で（
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
の

執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
。）

郵
便
に
よ
る
申
込
書
の
提
出
の

場
合
は
、
同
年
８
月
14
日
（
水
）

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

受
付
け
ま
す
。

８
．
そ
の
他

⑴
受
験
の
際
は
、「
Ｈ
Ｂ
」
の
鉛

筆
と
消
し
ゴ
ム
を
持
参
し
て
く
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※
追
納
に
つ
い
て

免
除
申
請
承
認
期
間
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料

を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認
さ
れ
た

期
間
か
ら
３
年
度
目
以
降
に
追
納

す
る
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
年
金
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

住
民
課
国
保
年
金
係

平
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
６

－

２
３

－

５
６
１
１

（
自
動
音
声
）

福
島
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
２
４

－

５
２
３

－

３
３
８
７

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
方
に
対

し
て
、
電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問

に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
や
免
除
等

の
申
請
手
続
き
の
ご
案
内
を
民
間

事
業
者
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

【
平
成
25
年
２
月
か
ら
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
民
間
事
業

者
（
平
年
金
事
務
所
）】 

一
部
負
担
金
等
免
除
証
明
書

（
ク
リ
ー
ム
色
の
用
紙
）
は
、

平
成
26
年
2
月
28
日
ま
で
の
有

効
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

継
続
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課
国
保
年
金
係

大
熊
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

☎
０
１
２
０

−

２
６

−

３
８
４
４

（
代
表
）

　

FAX
０
２
４
２

−

２
６

−

３
７
８
６

Em
ail

：syogaigakusyu@
town.okum

a.fukushim
a.jp

保
　
険

年
　
金

平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）
の
送
付
に
つ
い
て

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
へ
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
の

ご
案
内
に
関
す
る

民
間
委
託
に
つ
い
て

現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
る

平
成
24
年
度
の
保
険
証
は
、
有
効

期
限
が
平
成
25
年
7
月
31
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

伴
い
、
8
月
1
日
か
ら
ご
使
用
い

た
だ
く
平
成
25
年
度
の
保
険
証

は
、
7
月
22
日
（
月
）
に
簡
易
書

留
で
の
郵
送
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。郵

送
先
は
役
場
に
登
録
さ
れ
て

い
る
避
難
先
の
住
所
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
く
ま
で
今
し

ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
万
一
、

保
険
証
が
7
月
29
日
（
月
）
ま
で

届
か
な
い
場
合
は
、
住
民
課
国
保

年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
る

平
成
25
年
度
の
原
子
力
災
害
に
伴

う
国
民
年
金
保
険
料
特
例
免
除
申

請
に
つ
い
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
伴
い
、
大
熊
町
に

平
成
23
年
３
月
11
日
時
点
で
住
所

を
有
し
て
い
た
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
か
ら
な
さ
れ
た
国
民
年

金
保
険
料
の
免
除
申
請
は
、
保
険

料
が
全
額
免
除
に
な
り
ま
す
。
平

成
26
年
６
月
分
ま
で
の
保
険
料
が

対
象
（
学
生
納
付
特
例
の
場
合
は

平
成
26
年
３
月
分
ま
で
対
象
）
と

な
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
分
の
免

除
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

25
年
７
月
よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

⑴
応
募
資
格

震
災
時
大
熊
町
の
住
民

（
小
学
生
以
上
）

⑵
募
集
内
容
（
記
載
内
容
）

①
震
災
時
の
体
験　

②
避
難
時

の
体
験　

③
将
来
の
こ
と（
希
望
・

夢
・
要
望
等
）
を
１
，
６
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。（
①

〜
③
ど
れ
か
１
つ
で
も
結
構
で
す
）

※
実
名
で
掲
載
す
る
予
定
で
す

が
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
や
匿
名
希
望

の
場
合
は
応
募
時
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
必
ず
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

※
発
刊
の
際
に
は
各
戸
配
布
す
る

予
定
で
す
。

※
希
望
に
よ
り
訪
問
取
材
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⑶
募
集
期
限

平
成
25
年
10
月
31
日
（
木
）

⑷
応
募
先

〒
９
６
５

−
０
８
７
３

会
津
若
松
市
追
手
町
２

−
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大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

大
熊
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場

住
民
課
窓
口
も
し
く
は
郵
送
、
ま

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
て

申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所

か
ら
の
郵
便
物
が
避
難
先
の
ご
住

所
に
届
か
な
い
事
象
が
多
数
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
郵
便
局
に

て
転
送
の
手
続
き
を
な
さ
っ
て
な

い
方
は
郵
便
局
窓
口
に
て
転
居
届

の
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
転
居
届
を
な
さ
っ
た
方
で

も
避
難
先
を
変
更
さ
れ
る
な
ど
し

た
方
々
は
、
再
度
転
居
届
の
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
へ

国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
免
除
申
請

が
承
認
さ
れ
ま
す
と
、
国
民
年
金

基
金
を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
国
民
年
金
基
金
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
年

金
額
に
つ
い
て

免
除
申
請
承
認
期
間
の
年
金
額

は
、
免
除
の
期
間
に
応
じ
て
受
給

す
る
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
詳
細

は
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
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お 知 ら せ

里親に
なりたい

者
と
、
支
援
者
の
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

看
護
師
、
作
業
療
法
士
、
社
会

福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保

健
師
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門

の
職
員
が
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
お
一
人
お
ひ
と
り
の
状
況

に
合
わ
せ
て
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
県
外
で
暮
ら
し
て
お
ら
れ

る
方
を
含
め
て
、住
民
の
方
（々
震

災
や
津
波
、
原
発
事
故
な
ど
で
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
）
の
心
身
の
健

康
や
生
活
の
安
定
を
め
ざ
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
…
と
思

い
活
動
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
ご
自
身
の
こ
と
、
周
囲

の
大
切
な
人
の
こ
と
な
ど
、
ご
心

配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

被
災
者
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
ふ
く

こ
こ
ラ
イ
ン
」

☎
０
２
４

−

５
３
１

−

６
５
２
２

（
平
日
9
時
～
12
時
・

13
時
～
17
時
）

日
立
ト
リ
プ
ル
ウ
ィ
ン
（
株
） 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：

０
１
２
０

－

２
１
１

－

２
３
１

☎
０
２
２

－

２
１
１

－

７
４
０
１

（
仙
台
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
留
守
番
電
話
な
ど
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
残
さ
れ
る
場
合
に
は
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
表
示
さ
れ
、
留

守
番
電
話
設
定
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
着
信
記
録
の
み
が
表
示
さ
れ

る
場
合
に
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
と

は
異
な
る
番
号
（
０
２
２

－

２
１
１

－

７
４
０
１
）
で
表
示

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

住
民
課
国
保
年
金
係

平
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
６

－

２
３

－

５
６
１
１

（
自
動
音
声
）

相
　
談

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津

若
松
か
ら
の
お
知
ら
せ

７
月
の
相
談
日
等
は
次
の
と
お

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

ふ
く
し
ま
心
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災

り
で
す
。

◆
出
張
相
談
会

◇
７
月
12
日
（
金
）

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

河
東
学
園
仮
設
住
宅
集

会
所

○
相
談
内
容

①
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談

②
職
業
訓
練
情
報
提
供

③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン

◇
７
月
19
日
（
金
）

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

亀
公
園
仮
設
住
宅
集
会

所
○
相
談
内
容

①
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談

②
職
業
訓
練
情
報
提
供

③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン

※
会
津
地
域
以
外
の
求
人
情
報
を

閲
覧
希
望
の
方
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

※
③
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
希
望
に
よ
り

実
施
い
た
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

（
震
災
特
別
相
談
窓
口
）

☎
０
２
４
２

－

２
６

－

３
３
３
３

（
担
当　

松
尾
）

児童福祉司・児童心理司などの専門相談スタッフが、お子さんのことについて一緒に考え、適切な助言や援助をし
ます。秘密は固く守られますので安心してご相談ください。（相談は無料）

お子さんのこと・育児のこと…ひとりで悩んでいませんか？

言葉の発達や
からだの

発育が遅い 虐　待
子ども
の非行

保護者の
病気や

家庭の事情で
子どもの世話が

出来ない

障がいの訓練や
治療を受けたい、
療育手帳申請の

ための判定

落ち着きが
ない、

引っ込み思案、
乱暴

不登校や
いじめ

育児の悩み、
しつけが

うまくいかない
など

児童相談所では、18歳未満のお子さんについてこんな相談に応じます。

児童相談所全国共通ダイヤル

０５７０－０６４－０００
全国共通ダイヤルに電話をかけると、発信された市内局番
等から当該地域を特定し、管轄する児童相談所に電話を
転送します。PHSや一部のIP電話からはつながりません。

相談の方法は？

　児童相談所は各都道府県ごとに複数設置されていますの
で、避難先のお近くの児童相談所にご相談ください。あらか
じめ電話などで予約をしていただくことをおすすめします。
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分

（土・日・祝日・年末年始を除く）
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梅雨が明けるといよいよ本格的な夏を迎えます。夏ならではの行事を心待ちにしながら
も、「暑いのは苦手で・・」という方はいませんか。夏バテは、食欲不振による栄養不足・
寝苦しさによる睡眠不足・湿度による不快感などからおこる慢性疲労
の一種です。

◎ビタミンＢ1を含む食品を食べよう！
ビタミンＢ1は、食べたものを体内でエネルギーに変える働きを助ける栄養素です。また、
疲労回復の効果もあるので体力を消耗しやすい夏は意識して食事の中に取り入れましょう。

豚肉・枝豆・うなぎ・玄米・ごま・レバー・にんにく・椎茸などに
多く含まれています

◎夏といえば…夏野菜！
トマト・きゅうり・茄子・ピーマン・かぼちゃ・とうもろこし・ゴーヤなどが夏野菜と
よばれます。ビタミンやミネラルが豊富で、夏バテ防止には最高の食材です。

＊ミネラルが不足すると、疲労感が生じたり消化酵素の働きが低下す
るなどの症状がみられます。私たち人間が1日に必要とするミネラル
の量はごくわずかですが、とても大切な働きをしています。

汗には、水分だけでなくビタミンＢ1やミネラルも含まれていますので、
汗をたくさんかくこれからの季節は、積極的にとりましょう。

◎味にメリハリをつけて！
食欲のない時は、酸味の強いもの（酢・レモン）や香味野菜（生姜・みょうが・ねぎなど）、
辛味（わさび・辛子）を使った料理も効果的です。胃液の分泌が活発になり、食欲がわい
てきます。

今年は早い時期から夏バテ対策に心がけ、元気に夏を過ごしましょう！

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　保健センター

夏バテに負けない食事の工夫

元気に夏を過ごすために！元気に夏を過ごすために！



熊二区臨時総会と交流会を開催

大野中学校昭和34年度卒業生　八重のふるさとで同級会
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熊二区臨時総会および交流会

町民掲示板

５月25日（土）、会津若松市「大江戸温泉物語あいづ」で、県内外の避難先から37世帯・56人が参加し、
熊二区臨時総会と交流会を開催しました。
臨時総会では、石橋英雄区長のあいさつに続き、来賓として鈴木茂副町長から、今課題となっている何
点かについて報告を交えあいさつをいただきました。その後、一昨年の３月13日に開催予定であった平成
22年度総会で、報告承認を得る予定であった事業経過報告と決算報告を改めて提案し承認をいただきまし
た。また、平成23、24年度の収支の承認と平成25年度以降の事業計画と予算の承認もいただきました。
最後に役員改選が行われ、新たに島原健二郎さん（避難先：会津若松市）を区長に選出しました。
臨時総会に続き開催された交流会では、震災後２年２カ月ぶりに顔を合わせる人もおり、避難生活の苦
労話や今後の行く末など、積もる話に時間を忘れて語り合っていました。� 熊二区　　猪狩　良一　

５月25日、会津若松市東山温泉千代滝にて、21名が集い同級会を開催しました。一昨年８月の予定でし
たが、大震災と原発事故のため延期しておりました。
東日本大震災の犠牲者、物故者となった友に黙祷を捧げ開宴。参加できなかった方からも多数の近況や
メッセージが寄せられ感謝しています。
久しぶりの邂逅となった同級会は懐かしさと、卒業から54年経っても“ふるさと”大熊町を思う気持ち
が溢れるひとときとなりました。
全員で「校歌」を歌い閉会。されど話は汲めども尽きず、笑いあり、涙あり、感動あり、瞬く間に時は
過ぎ午前様…。２年後の再会を約束し、名残を惜しみながらの散会となりました。遠路会津に来てくれた
同級生の皆さん、ありがとうございました。� 幹　事　　伊藤　昌夫　



18

おくやみ申し上げます

死亡者名 年 齢 住　所
2013年（平成25年）５月

中　本　美智子 60 歳 清 水
影　井　俊　三 76 歳 大 野
鈴　内　　　亮 90 歳 大 野
志　賀　政　一 64 歳 熊 町
阿　部　一　久 56 歳 向 畑
佐々木　トキヨ 87 歳 中 央 台

茨城県に避難の大熊町のみなさんへ
大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内
７月の定例会は以下の通り開催します。

『こらんしょ大熊（県北地方大熊町
避難者交流会）』を開催します
県北地方避難者交流会「こらんしょ大熊」では、
福島市や伊達市等に避難されている町民の皆様
の、交流会へのご参加をお待ちしています。

◆日　時　７月21日(日)　9：00～12：00
◆場　所　社団法人茨城県産業会館（水戸市桜川2-2-35）
◆駐車場　産業会館の駐車場をご利用ください
◆内　容　弁護士による種々の法律勉強会および
　　　　　個人相談
◆その他　町民同士の情報交換

◆日　時　７月20日(土)　10：00～14：00
◆場　所　旧佐久間邸

（〒960-2154 福島県福島市佐倉下加藤7-6）
電話：024-546-3948

※これまで交流会を行っていた「コラッセふくし
ま」から変更となりましたのでご注意ください。

◆日　時　７月18日（木）
10：00～12：00 おしゃべりサロン
　　　　　　　　（親睦・情報交換等）
12：30～15：30 アートセラピー

◆場　所　やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
◆参加費　200円

【お問い合わせ】　
野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com

【お問い合わせ】　ひまわりの会 ☎080-4920-4931

埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！『ひまわりサロン』

町民掲示板

旧熊１区婦人会の第２回近況顔合わせ会が５月29日～30日、会津若松市東山温泉の御宿東鳳で行われ、
婦人会メンバーの内12人が参加しました。
地元選出議員からは、現在の避難状況、ふる里の今後のありようについてお話しいただきました。２日
目は日新館を見学したり、御薬園でランチをするなど、とても有意義な２日間を過ごすことができました。
来年もお会いすることを約束し散会しました。
� 会　長　　橘　弘美　

熊１区婦人会すみれ会を開催

【お問い合わせ】　
代表　管野充史　☎090-7233-1148
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あらかると

借り上げ住宅自治会

新日本プロレス「KIZUNA ROAD 2013」
無料チケット配布のお知らせ

「おおくま町会津会」が発足
会津若松市の借り上げ住宅で生活する町民の自治
会である「おおくま町会津会」の設立総会が６月12日、
おおくまサロンゆっくりすっぺで開催され、町民約
30人が参加しました。仮設住宅に比べて、借り上げ
住宅で生活する町民同士の交流する機会が少ないこ
とから、親睦を深めるためにこの会が発足しました。
総会では、会長に阿部淳平さんが選ばれ、今後、
月２回程度の交流会を開催し、避難生活や賠償問題
についての情報交換等を行うことなどが決定されま
した。
６月19日は、２回目の交流会として町議会議員と
の座談会が行われ、賠償問題やコミュニティなどに
ついての議論を交わしました。
※「おおくま町会津会」は毎月第１・第３水曜日に
おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」で活動しており、
随時会員を募集しています。

【お申し込み・お問い合わせ先】
090（7078）2327（山本）

７月９日(火)に鶴ヶ城体育館で行われる新日本プロレス 
「KIZUNA ROAD 2013」の無料チケットを配布しています。
◆催物名：新日本プロレス 「KIZUNA ROAD 2013」
◆日　時：平成25年７月９日（火）　
　　　　　開場18：00　試合開始19：00
◆会　場：鶴ヶ城体育館 土足厳禁
◆配　布：＜場所＞大熊町役場 会津若松出張所 生活支援課
　　　　　＜時 間＞8：30～17：00
　　　　　＜チケット＞大熊町民対象（２階 自由席のみ）
　　　　　　※土日を除く
　　　　　　※電話での申込はできません 

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　生活支援課

交流会の様子

町議会議員との座談会
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この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。

第２回野口英世アフリカ賞を受賞したピーター・ピオッ
ト博士（ベルギー）と、アレックス・Ｇ・コウティーノ博
士（ウガンダ）が６月３日、大熊中学校を訪れ、生徒達と
の交流会が行われました。
野口英世アフリカ賞は、福島県出身である野口英世博士
の志を引き継ぎ、アフリカのための医学研究・医療活動そ
れぞれの分野において顕著な功績を挙げた方々に対し、内
閣総理大臣から贈られています。
交流会では生徒達が一生懸命英語で質問し、両博士はそ
の一つひとつに丁寧に答え、「ネバーギブアップ（諦めないで）」「常にベストを尽くすことが大事」など、
ご自身の経験に基づく的確な
アドバイスを贈りました。
また、両博士は生徒達と一
緒に給食を食べ、楽しく会話が
弾むなど終始和やかな時間を
過ごしていました。

野口英世アフリカ賞受賞者が

受賞者を囲んで

大熊中学校を訪問

英語で質問する生徒 和やかな給食

プロ野球の試合を観戦
イースタン・リーグ公式戦「東北楽天ゴールデンイーグ
ルス VS 横浜DeNAベイスターズ」の試合が６月15日、会
津総合運動公園あいづ球場で開催され、熱戦が繰り広げら
れました。楽天球団のご厚意により大熊町民も招待され、
生でプロの試合を観戦しました。

試合前には、多くの観客が見守
る中、大熊中学校野球部の箭内拳
聖さんが始球式を務めました。投
げたボールがしっかりとキャッ
チャーミットに収まったのを確認
すると、それまで緊張していた顔
から笑みがこぼれていました。

大熊中学校野球部員


